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J・ま九がそ 秋定のも乙、羞治刊のほじりかぢ艶める庚白レ一大智山の山風けには  
、巌じ＝冬の虐太れをも魚水吾せ■ち果し・さがある。その山佗も、Åになるとなか机、そ  

の食客亀硯で甘く灯る∴脅豪やスそ、、ノブ、、に窺わ火るロボ多〈なるかうて・ある，冬飼何  

者えら九た山の留【ま如、う象に机丁ての初物仔水質凍ヒなって水帥糸底裾に利用  

亡九ろ。L万、も・あ碑丁りのとうとうとした泉れi、丸遺風和ませ仔がら神尾峡谷言出  

て甘茶海〈く象って行くのやあな。二のように水の循環＝だうす主級が大体か与の  
絶後Lた季静風てlゎな。7ジ、7六、倦ヒ太子孝乙1Jう東森孝の鼠う傾城／二級麦れた田本  

材軋lよ＿処強電めぐ召大魚の薮蚊カ＼ヴ軋ろとÅ卵内ば椅／二、低現象の糸生しや有り条  

件せ碑九て－ノろ。イ的直が条乱川・がらづb毎軋の丸佐薇けた後．孝茹風邪櫓って＝た  

亡ばカ＼リノニ・大佐カ＼封玖倒してくろ。日本海上を炊ゑし．て（ち過絶ゃ，海面骨弓の吸  

湿仔堅気tの柑泉城り逸し仔ボぢ、留廃せ巌吐、農産ズせてあ浄か津／り対面ノ。入  
〆てくろあて、あろ。  

2・雪 泡Jりの＝司の砕氷登鋸加庸、海岸かぢ3β～卯脇に命存する今宮地備（Zの加）  

の掻か・ぢ、壇て・あゃ。専断ま懲夜ダ／トさ・Jたれ落下線度  

瑚坤木軌領、．乍庖の威‘f二女絶亡友やすく・．そ九だけ  

卿多の′彩管を大そく一灸オろ∴飢ぇぼ、㊨席の菟丁直奏／  

彗左、高良J、∂極、、矛均囲温ノ∂瑚s乙頗足すうと、二の啓  
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師友、後確叫紅軒（′？タデ蒜J  
敏の奉友水ねくノ、 

をのような条件がそろケ窄lまダ7見て・も命るよう／こ7′月て1あろ。留商碑の／／月の  

海水温は／／夜冬／・2宵の2倍泡く．東風迫q脅負が大略かす玖出す路は、肇の為り鬼  

範仔㊨敏が雫、空て、ね半丁何血才冬、入り軋むのて、あ各。日本海側の乳敏官翳冬は／・2月  

に大宮を紀飽して l」る・ヒニろが多レ」申そ、、注目すべ竺ニヒでlあう。けみ、和知大智  

しi′じ理的、池愈軌二もÅへの準備が才色患な暗て、あろため、衆官仁縮小、〃そやすL）欄＼  

ら十分注嵐がゆ卑－やある。   

牙l凰は旭日大帝時の7糾ヒして今風川9日の大気凰乙地上泉絶を衣した。殖負  

瓦の灸象、泉ぁの絹の偽り叡町卿卜付血の総画玖（ムへ9cれルノ仁対応する隆史峨の  
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名産ボ特徴的乍、あろ。  

3、卑こ   一番吟え軋ものは、久象以後の／月下句  

名、椅／ニノ戸Z与β杓、う3用の何ぼ最終各港の出現率が為L上  

p しかし・士の恵ま恕仁向うの乍、ぼ仔く．2＿閂中旬ノ＝舟  

び及仏教息の根′ト凪が現われろ。二血、官有水一ツフ淘分  

針二泉水が薇降し、より吟えやすくr訂ろため乍、、二の項  

よく卸】伯山二為乳旺がて、空て田舟海相うの、暫l象ハ塩入  

せ磨げてし手う∂  
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観刺凧解以東の彪イ良風混線値（  

崇Å）の絶年変化鼠軋ると（牙2  

萬）、上級が一Z2■3夜4、動きり薇  
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幻0、Z・反身の凱谷て、喉抑二上尾し   
‾‘○  

て－，ろ二亡が患わ。特に／9∫碑一項   

灯うは一∂0夜以下J二なって∫＝ケ＝  

。ニのりメェ殉え斬らく在ったの  

lノまエ了Il管曙食味で、な－1二℃が、牙  

2旬エカ＼う醍弟う九る，固レ牒内   
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鶉鮎わ卿ヒ（h叫J凛）  
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倒，乙成  美冬の最権現膿の経年変化（池”り  

冬祉剃即本一の紘飯ぐ射5産）丞  

£っ人口贅他のサな＝臭覚町（碓起おぉ人）ヒ叶乳植勿温（ノ月子珂）のゑの変化色  

軋ろ乙、／？Zα年代才て、ば脚】との凌都合くなかったのノニ′麺刊の人口ボワオ人／二乱し  

た脚線唾什ぢえ凍√り炒りのオが3～∫夜色射勺に竜く作ってレ′ち。最高気温q鼻  
は／頼各項乳」、ぞくけってl】る，廊酎ヒしつつあろ麺呵（確を錮人）は刺す、うく  
鮎リノごくく作って‖ちニヒが命ろ。  
各、裔  冬の壌日数（／持／～／9go）は／月が  

一番考く／∂8、／2月ヒ2珂が7日、3月が4日ヒ  

仔って‖ろ。裔がゼⅧ、って－一ろ綺何は及半逸書、か  

ぢ射ぬ直後劣やが診り．しかし・命今のノ月∠  
日は、日中も顧が強敵 

ぅ敵背し＝7日そ歌った，その時の魯魚状況已克  

したのが勿門凰て・あち。二九伊ら命ちりに如J  
岬照埼即18綺榊困厨の斗命扶乍畑鞄瑞匡′ケ  

仔＝．千畑風向灯う粟析乍泉後任、纏Jl何血㌦こ収  
Ⅵ研巾▲ヰ   8割り如こ触嗜  

坪う阻喪の白  

東研りにけって‖そ、宕掴的ヒ冬砥が葡く、吼＝、亨鍋が上Jり愈他動二次尺ヒ  
てって＝γ確キ酌各う この日・券如密の中も埠一】て一夜終に向って′いた式Ⅳ・瑞軒に  

ょって梅錦ヒ軋免しが敷く（ね私′ク九位）、をこて・は工場の乳惣が恕乞え・′たのぞ、あ  
る。よって軌甘釦塑内の温良の鳥L沌禦が）今や○奴ろエビた‥よって教生するので、あろ  

が．．＝け巧の水温亀、工射線や阜の離乳ガスがかかフて一偏液夜色高めちのそ濁る。  
∫、あ乙が毛、 怨‖JのÅの現象作以エの£う仁・その施頒的象件かう考野鼠横  
断衆序直の豹甥冬射ヒ／二髄ん宵もの冬ある。賓客風が軌潤lま／鰍二各がみく・勲  
知命丸乱打ボ賭け・牽乳肘智－ニよって削られろ。二九拝及して、青草凧が紛滴 ・ 
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l宜、大気が卑軋し宣しlろ乍抑衷もヤ肯く、夜呵練ぬミれち敵がろ  ・
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げ擬しく作る。ニのような略は風も絡く・シろ敏和噸ポイ針二そ寄り  

奇綿冬麻が如し矢免1部む祀那奄も艮紆す£う／ニ年号。  
ヤIfら．知性如㈲－啓仁抽わ血てL∫うオが・幽4、史化軌、あう  
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